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もこれに類似している。企業における組織を適正に構成するための原則は、①専門化の原
則、②職務権限の原則、③例外の原則、④管理範囲の原則、⑤命令一元化の原則である。
各組織はこの原則に基づき、具体的に「職務分掌規程」「権限規程」「就業規則」などの形
で雇用労働者を規定している。全ての雇用労働者は、これらの規程のもとで行動すること
が義務付けられ､それが自明当然のこととされている。
「社会構造の効果は、結局において集団成員に適当な態度と心情をしみ込ませることが

できるかどうかに係っている」６)とされるように、組織は組織の特質に成員が順応するこ
とを期待すると共に、順応するように圧力をかける。目的を持つ組織に雇われている人間
は､ビューロクラシー的前提の下で､自己の前提及び価値観を長年にわたり刷り込まれる。
すなわち､規程に基づく判断及び行動､インパーソナルな手段による役割の割り当てと職務
に伴う権威や統制権、技術的能率の重視と非開示性、人間関係の非人格化と運命共同体意
識、このようなものを自明当然のこととする考え方が、「生産的」な人間には定着する傾向
がある。その結果、長年組織構成員として生活してきた雇用労働者は、組織が持つ前提及
び価値観を自己の前提及び価値観に投影したまま定年退職する｡ところが､定年退職後は、
権威や規範にとらわれず、新たな人間的かかわりを再構築し、能率にとらわれずゆったり
と自分のペースで生きることが、高齢期を充実感をもって生きるために必要なことと考え
られている。定年退職期において、退職前に身に付けた前提や価値観と高齢期に求められ
る前提や価値観との乖離に気づき、それを修正する学習が求められるであろう。

4．定年退職期における生涯学習
定年退職期の学習は､学習支援ないし教育的配慮の教育学の観点から捉えると､アンドラ
ゴジー(andragogy)とエルダゴジー(eldergogy)をつなぐ学習として捉えることができるし、
ライフサイクル的視点から捉えれば、「人生第二の時期」と「人生第三の時期」をつなぐ学
習として捉えることもできる。生涯学習は、生まれ変って行く発展過程であり、この発展
過程には、「形を作っていく(forming)」過程と「形を変えていく＝変容していく
(transforming)」過程とがある7)。定年退職期のような一大転換期の学習においては、「変
容していく」過程に重点を置き、それまでに身に付けている前提や価値を見直し、新たな
ライフスタイルへの「転生」ないし「再生」の可能性を秘める新しい思考枠組みの再構築
が課題となる。このような定年退職期の学習は、ライフサイクル的視点の生涯学習の文脈
で捉えられるべきものである。

(1)生涯学習の概念
生涯学習は､社会的､政治的､個人的､教育的などさまざま観点から定義されているが、
ELLI(EuropeanLifelongLearninglnitiative)は、1999年にローマで開催された生涯学
習に関する最初の世界的な会議で、生涯学習の活動レベルの定義として次のように公式化
している。「生涯学習は、諸個人が生涯を通して必要とする全ての知識、価値、スキル、及
び理解を獲得し、それらを自信、創造性、及び喜びをもって、あらゆる役割、状況、及び
環境の中で活用する誘因と力を付与する人間能力の開発過程であり、そのための継続的な
支援過程である」８)。
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この定義に付随する説明によると、ここでいう「知識」は、情報階梯(information
ladder)9)に図式化されている､データ(data)→情報(information)→知識(knowledge)→洞
察(insight)→知恵(wisdom)という情報の進化に示される情報の解釈による｢知識｣である。
「価値」は、教育過程から学ぶ最も重要な属性であり、個人の価値体系は学習によって個
人の可能性を開発する積極的な姿勢を生み出すものである。「スキル」は、学習を行動に転
換する能力であり､新しいスキルの開発は､学習に対する個人的誇りや楽しみを付与し､自
信や積極的見方に導くものである。「理解」は、知識やスキルの適用によって生ずる個人の
理解力の大躍進(breakthrough)を意味しており､洞察につながるものである。
この定義では､学習することを決断するのは個人であり､学習機会の真の促進剤は個人の

学習動機のみであると考える。ここに述べられる「誘因」とは､単に情報や学習機会を提供
することで個人を刺激するだけでなく、誰でも学習するに相応しい個人であり、歓迎され
ているというメッセージを提供することである。「力を付与する」とは、学習を通して自分
自身の可能性を開発するために、個人がパワーを手中に収めることで、学習者にひとたび
力が付与されると、自分で決定し問題を解決し行動を通して考え、自分の人生を手に入れ
る能力を持つようになることである。
この定義に言う｢諸個人の人間能力の開発の誘因となり力を付与する継続的な支援過程」

は、生涯学習の支援と促進の在り方の示唆を含んでいる。定義における「支援(support)」
は、次のように多元的に考えられている。
．特別の訓練を受けた専門家、例えば､いわゆる学習カウンセラーの支援。
・学習上の問題の有無に関係なく､新しい学習者に示される歓迎的・共感的態度。
・人びとのニーズの多様化や複雑化に対処するための学習インフラの開発。
・学習者が求める非威嚇的な評価と資格システム。
・学習者のニーズにマッチして、成功志向の理解し易い個別的な処理方法。
ELLIが公式化した生涯学習の定義は､このように多元的な学習の支援過程として捉えて
いるのが特徴である。ELLIの生涯学習の概念では､各個人の進歩を阻むものは､生物学的・
身体的な能力に起因するものでなく、自分自身に課する期待の制限や期待の欠如に起因す
るものであると考えられている｡人間は､自分自身の可能性を達成するために飛躍的な進歩
をなし得るし、機会があり経験するならば、飛躍的進歩を楽しむものだという信念に基づ
き、人間の能力に対する楽観的な見方をとっている。このような生涯学習の見方は、高齢
期に向けて人間の可能性に陰りを感じ始める定年退職期の学習を検討する際に大きな励ま
しと元気を与えてくれるであろう。

(2)定年退職期の学習
ELLIの定義に基づいて定年退職期の学習を定義すれば、「定年退職期の学習は、定年退

職者個人が高齢期に必要とする全ての知識、価値、スキル、及び理解を獲得し､それらを自
信、創造性、及び喜びを持って、高齢期の役割、状況、及び環境の中で活用する誘因と力
を付与する人間能力の開発過程であり､そのための支援過程である｣、と公式化することが
できる。定年退職期の学習をこのように捉える時､それを具体的に把握するためには、「定
年退職者個人が高齢期に必要とする全ての知識、価値、スキル、及び理解｣、及び「高齢期
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の役割、状況、及び環境」とは何かを明確にしなくてはならない。社会的期待が高い世代
に対しては、社会が求める期待に基づきその世代の個々人が必要とする｢知識、価値、スキ
ル､及び理解｣を提示することができるし、さまざまな情報からそれらを把握することもさ
ほど国難ではない。各世代に期待されるものが提示される典型例は、生涯発達の観点から
示される発達課題に見ることができる】0)。しかし、社会的期待が低く、ほとんど束縛がな
く自由で多様な生き方が許容される高齢期に社会が期待するものは少なく、他の世代に提
示されるようなものを提示することは困難である。また｢高齢期の役割、状況、及び環境」
に関しても、さまざまな客観的情報が提示されるが、定年退職者個々人が、客観的情報を
自己の思考枠組みで解釈し、「高齢期の役割、状況、及び環境」をどのように認識するかに
関わる問題である。
この関連で、定年退職期には、周囲の状況をどのような前提及び価値観で解釈するかが

重要な課題である。退職前に身に付けた前提や価値観が、自由と多様性が許容される高齢
期の生き方を歪めることに気づき、それを修正するための学習が求められる。定年退職期
の学習では、高齢期を充実感を持って生きるための思考枠組みを再構築する課題に挑戦す
る過程が重要な意味を持つものであり、その学習支援は、これらの課題挑戦を支援するこ
とが大きな柱になるものと考えられる。

5．定年退職期の学習と変容学習論との関連
定年退職期の学習及びその支援の在り方を検討する時、成人学習における変容学習論
(TransformationalLearnigTheory)は、大きな示唆を与えてくれるものである。
自己の前提や信念を批判的に自己反省し、古いものを改め､新しい前提や信念を構築し、

新しい見方で自分の周囲の世界を見ようとする時の学習として、米国の成人学習において
変容学習論が提唱されている。
メジローは、1970年代後半、米国のコミュニティカレッジにおける女性の再入学プログ
ラムの研究の中で、プログラムに参加した多くの女性のパースペクティブが変容すること
を発見した。これを端緒として成人学習における変容学習論を構築・提ﾛ昌した。
メジローは､経験に「意味を付与することは､経験の意味を了解すること､すなわち､われ
われが経験を解釈することであり｣、「われわれが知覚したり知覚できないもの、又は思考
したり思考できないものは、われわれの準拠枠組みを構成している期待の習慣、すなわち
経験の解釈の仕方を構築している一連の前提に強く影響される」Ⅱ')、として、意味を付与
する二つの様相を、意味体系(meaningschemes)と意味パースペクティブ(meaning
perspective)として提示している。意味体系は、「予想一結果、原因一結果を支配している
関連的習慣的期待の形態」であり、「特有の解釈を形成している信念､認識､判断､態度､及び
感情の特定の形態｣、「特定の信念体系｣'2)であり、われわれの見方､感じ方､行動の仕方を支
配している規則、役割、期待として定義することができる１３)。意味パースペクティブは、
「個人が経験を解釈する特有のやり方｣であり、「価値判断や信念体系に対する基準を含む
もの」１４)で、経験の意味を解釈するための準拠枠組みを構成する前提の構造である'5)。
意味体系及び意味パースペクティブは、社会化の過程を通して無批判に獲得されるもの
であり、学習の情緒的状況が強烈でそれが強化されるほど、変化に対して扱い難いものに
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なる'6)。この社会化の過程で獲得される前提の構造は、何らかの形で歪められており、そ
の前提の歪みは､｢包括されているものを窓意的に限定し､識別することを妨げ､他の見方に
対する浸透性と開放性を欠き､経験の統合を促進しないような形で､現実を見るように学習
者を導くもの」】7)、である。意味パースペクティブの前提の妥当性の評定とその源泉及び
帰結の吟味、と定義される批判的省察(criticalreflection)'8)によって、意味パースペク
ティブの前提の歪みに気づき、パースペクティブ変容が生じる、と指摘している。
定年退職者が就業時代に身に付けたビューロクラシー構造が持つ前提は、自由と多様性

が許容される高齢期の生き方を窓意的に限定し､他の見方に対する開放性を欠き､経験を統
合しないように作用する前提の歪みである。定年退職期において、批判的省察により、自
己の前提の歪みに気づき、高齢期を充実感を持って生きることができるパースペクティブ
に向けて修正するための変容学習が求められるであろう。
「パースペクティブ変容は､離婚､愛するものの死､職業上の地位の変化及び退職などの

外部から課せられる方向の定まらないジレンマ(disorientingdilemma)に反応して生起
し｣、「古いやり方では理解できない異質のものやジレンマは、批判的省察や変容を促進す
る触媒又はきっかけの出来事になる」】9)、とされているように、定年退職期は、それまで
の体験とは異質であり、多くの人がジレンマを感じる時期である。定年退職は、パースペ
クティブ変容を促進するきっかけになる出来事であり、変容を促進するために活用すべき
出来事であろう。
批判的省察は､前提の正当化に疑問を抱くことであり､確立された自己の習慣的期待のパ
ターン､すなわち意味パースペクティブに挑戦することである｡長期間当然とされてきた意
味パースペクティブの正当性を問題にすることは、その人の自己概念の中心に近いもので
あった価値観の否定を伴うものである。われわれの自己評価に関する習慣的基準に対する
挑戦や否定は、脅威と強い感情を伴うものである２０)、とされている。定年退職者の場合、
長期間の就業及び年齢を考慮すれば、自己の価値観の否定を伴う批判的省察は、大きな脅
威と感情の混乱を伴うものであろう。このような定年退職者のパースペクティブ変容を促
進するためには、十分な指導と支援が必要なものと考えられる。
メジローは、「パースペクティブ変容は、いつも正確に次の順序とは限らないが」、次の

意味創造の動きに着目して、「①方向の定まらないジレンマ､②罪や恥の感情に関する自己
吟味、時には支援を求めて宗教に向かう、③前提の批判的評価、④自己の不満と変容の過
程は共有され、他人も同様の変化を切り抜けてきたという認識、⑤新しい役割、関係、及
び行動のための選択肢の探求、⑥行動方針の計画、⑦自己の計画実行のための知識やスキ
ルの獲得、⑧暫定的新役割の試行、⑨関係の再調整と新しい関係の処理、⑩新しい関係と
役割における能力と自信の構築、⑪自己の新しいパースペクティブによって規定される条
件下での人生への再統合｣２１)の過程である、としている。この過程を促進する手段として、
理性的な対話の形態である理想的討議(idealdiscourse)を想定し､これが成人教育の目指
すべきものである22)､と提唱している。

6．おわりに
定年退職期の生涯学習に関する研究は、現状ではその基礎概念や理論的枠組みなども含
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